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会 議 概 要 

会 議 の 名 称  第２１回久喜市学校給食審議会 

開 催 年 月 日 平成２８年７月２８日（木） 

開 始 ・ 終 了 時 刻  午前１０時００分 開始   午前１１時４５分 終了 

開 催 場 所 鷲宮総合支所 ４０６会議室 

議 長 氏 名  議長 村田文雄 

出 席 委 員 (者) 氏 名 
清野芳子、梅原克彦、舘野栄男、村田文雄、堀内俊吾、 

長谷川智美、松永喜代子、大谷宥仁、安藤春美、根本昌子 

欠 席 委 員 (者) 氏 名 奥野一枝、石垣正順、野原秋男、大濵万知子、岡安貢 

説 明 者 の 職 氏 名 田口課長補佐兼保健給食係長 

事務局職員職氏名 

 関根教育部長、真田教育部副部長、赤岩学務課長、川羽田学務課

指導主事兼主幹 深谷学務課主幹兼鷲宮学校給食センター所長、

田口課長補佐兼保健給食係長 小池主査 

会 議 次 第 

 第２１回久喜市学校給食審議会 

  １ 開会 

 ２ あいさつ 

  ３ 審議事項 学校給食費の改定について（答申案） 

４ 答申 

（１）答申書提出 

（２）教育長あいさつ 

 ５ その他 

 ６ 閉会 

配 布 資 料 

１ 次第 

２ 給食費見直し（案） 

３ 答申（案） 

会 議 の 公 開    

又 は 非 公 開 
 公開 

傍 聴 人 数  ２人 
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村田会長 

 

 

皆様、おはようございます。 

委員の皆様におかれましては、ご多忙の中、ご出席を賜り感謝を申し

上げます。 

私は、本日の司会進行を務めさせていただきます、学務課指導主事兼

主幹の川羽田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

会議に先立ちまして、資料の確認をさせていただきます。 

本日配布しております会議資料は、 

・会議次第 

・給食費見直し（案） 

・答申案 

・前回の会議でお配りいたしました「久喜市学校給食審議会第２０回資

料」 

 の４点でございます。 

ご確認の上、不足等ございましたら、お申し付けくださいますようお

願いします。 

それでは、ただいまから第２１回久喜市学校給食審議会を開催いたし

ます。 

なお、本日は、委員１５名中、出席者１０名、欠席者５名でございま

す。 

久喜市学校給食審議会条例第５条第３項の規定によりまして、委員の

出席数が過半数を超えており、本審議会が成立いたしますことをご報告

申し上げます。 

 また、本日の傍聴者は、２名でございますので、ご報告させていただ

きます。 

それでは、次第の２、あいさつを、本審議会の会長である村田様から

お願いいたします。 

 

はい。皆様、おはようございます。 

今日は、審議会にお越しいただきましてありがとうございます。審議

会も回を重ねて２１回ということで、いよいよ答申に向けて審議を進め
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てまいるところですが、これまでも委員の皆様からは慎重な審議をして

いただきありがとうございます。今日も答申に向けて審議をどうぞよろ

しくお願いします。 

 

ありがとうございました。次に次第の３、議事でございます。会議の

進行につきましては、久喜市学校給食審議会条例第５条第１項において、

会長が議長になる旨の規定がございますので、村田会長に議長をお願い

したいと存じます。 

では、村田会長よろしくお願いいたします。 

 

はい。それでは暫くの間、議長を務めさせていただきます。円滑に議

事が進みますよう皆様のご協力をお願いします。 

 はじめに、議事録の署名人についてでございますが、順番により堀内

委員さんをご指名したいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、本日の議事であります「学校給食費の改定（答申案）」につ

いて、事務局から説明をお願いします。 

 

 皆様、おはようございます。学務課の田口でございます。 

 前回の会議では、事務局からいくつか案を提示させていただきました。

主食につきましては、Ａ，Ｂ，Ｃの３つの案を、副食につきましては、

①、②の２つの案を提示させていただきまして、金額として、小学校、

中学校、それぞれ６つの案を提示させていただきました。審議の結果、

主食につきましては、Ｃの案がよろしいのではないか、副食につきまし

ては、①と②、またはその中間をとるか、そういったご意見がございま

して、今回の審議に至っております。 

 そこで、本日は、はじめに給食費の主食Ｃ案につきまして復習をして

まいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

本日、お配りした資料の中で、前回の第２０回のものがございます。

こちらの３ページをご覧いただきたいと思います。前回ご提案させてい

ただきました案の中ではＣ案がよろしいのではないかということでござ

いました。改めて、Ｃ案を作った根拠について、説明させていただきま

す。 

 小学校、中学校、それぞれＡ案につきましては、１週間の主食を白飯

３回、食パン１回、地粉うどん１回とした、一番お値段の安い一番シン
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プルな主食にしたものでございます。 

 しかしながら、毎日、白いご飯、食パンだと飽きてしまいますので、

実際の給食では、たまには、混ぜご飯、変わりご飯を出したりだとか、

あるいは、パンの方も、食パンだけではなく、バターロールや揚げパン

など味のついたパンを出したりしているところです。 

そこで、現実に沿って積算したのがＢ案となります。Ｂ案の方は、平

成２７年度の久喜地区の給食をベースにしたものです。昨年度の久喜地

区の主食は、変わりご飯が月１回、バターロールなどの食パン、コッペ

パン以外の少しお値段が高いものが月１回、そういう頻度で出していま

す。 

その場合、Ａ案と比べまして、小学校の主食が６９銭高くなっており

ました。また、中学校の方では１円４１銭高くなっておりました。ただ、

変わりご飯やバターロールなどが月１回では非常に淋しいな、変わりご

飯の回数をもう少し増やしたい、パンももう少し充実させたいとの思い

がありました。そういったことで作ったのがＣ案となります。 

小学校のＣ案でございますが、Ａ案と比べて、主食の単価を１円５０

銭、高くしてございます。中学校は３円高くしてございます。１円５０

銭、３円という金額をどのように積算したかといいますと、Ｂ案の２倍

ということでございます。昨年度の久喜地区ベースで考えますと、Ｂ案

だと変わりご飯月１回、バターロールなどのパンも月１回の頻度でござ

いました。せめてそれを月２回は出したい。変わりご飯も月２回、バタ

ーロールなど少しお値段の高いパンも月２回は出したいということで、

Ｂ案の２倍になるように、そして、金額がきれいな形になるように、小

学校で１円５０銭、中学校は３円高くしてございます。 

それから、副食でございますが、①案と②案の二つの案をつけさせて

いただきました。①の方は、本年平成２８年度の久喜地区の額をベース

にしております。②の方は、昨年平成２７年度の久喜地区の額をベース

にしておりまして、それぞれ物価上昇分を加味した金額となっています。 

前回の会議では、①、②、あるいはその中間の金額をとった方がいい

のではないか、というお話でした。①の金額ですが、平成２８年度、今

年度は、昨年度より副食の単価を５円落として実施しております。昨年

度給食費が不足してしまいましたので、今年度は、必ず保護者の皆様か

らいただいた給食費の中でやり繰りするということで、副食単価を５円

下げて実施しております。そちらをベースにしたのが①ということにな

っております。 
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 前回の会議の中で、その中間とする意見がありましたが、そういった

ことも含めまして、今回、事務局から改めて案を提案させていただきま

す。 

 本日お配りした資料の中で、Ａ４、１枚のもの「給食費見直し（案）」

というものがありますのでご覧ください。「給食費見直し（案）」ですが、

前回の会議資料３ページのＣ案の①の金額となっております。副食の方

は、①を採用したということで、ご説明させていただきます。 

前回の会議でも様々な意見がございましたが、主食を充実させるとい

うことでＣ案になりますけれども、副食の方については安い方の①で積

算いたしました。考え方といたしましては、①と②の中間をとるという

ご意見もありましたが、給食費をご負担いただきます保護者への説明を

考えますと、中間というのは説明としては難しいと考えます。実際、保

護者の方々に、ご説明していく中で一番ご理解がいただけるのは一番直

近の平成２８年度分をベースに物価上昇分を加味するのが一番分かりや

すい料金設定ではないかと考えます。なおかつ、今年度と昨年度の副食

の単価を比べまして、今年度の方が安くなっています。そのようなこと

を考えますと、昨年度と今年度の中間をとるというより、今年度の単価、

昨年度より５円安くなっておりますけれど、その中でも給食を運営する

ことができています。５円安くなっておりますが、地元の食材を使った

献立、あるいは郷土料理、今月は○○県の料理、外国の料理といった様々

なメニューを展開できておりますので、中間の金額を採用するとか、②

の昨年度ベースで積算するのではなく、①の方を採用させていただきた

いと考えます。 

また、現在、久喜市では、地産地消の取組みを行っております。前回

の会議でも説明いたしましたが、久喜市では、向こう１０年間の市政運

営の指針を定めた「久喜市総合振興計画」という計画がございます。こ

の振興計画の中でも、地元農産物を取り入れた食材の割合が目標で掲げ

られております。総合振興計画では、平成２９年度、来年度が中間目標

となっていまして、目標値が１０．１％、計画の最終年度、平成３４年

度は、目標値が１２．６％となっております。久喜市産農産物の野菜を

使った給食食材の割合は、昨年度の平成２７年度が１５．９％となって

おりまして、総合振興計画の目標値は十分達成しているところでござい

ます。今年度の副食は、昨年度より５円下がっておりますので、今年度

の地元農産物を取り入れた食材の割合は、１５．９％よりはやや下がる

のではないかと思われますが、５％も６％も下がることはないと思われ、
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現在の副食の価格でも十分久喜市産農産物は扱うことができる、総合振

興計画の目標値は十分達成できると考えます。 

さらに、現在、様々なものが物価上昇しております。給食の食材につ

いても、消費税率が５％から８％に引き上げられ、価格の方も上昇して

います。そのようなことから、給食費の値段が上昇してしまうというこ

とについては、保護者の皆様からもご理解いただけるものと考えますが、

給食費の値上げについては、できるだけ家計のご負担を減らし和らげる

ように、最低限の価格で努めていただきたい、そういったものが保護者

の皆様からは多い意見なのではないかと思います。私も保護者の立場で

あればそう考えるのでないかと思いまして、保護者の方の経済的負担を

考慮し、できるだけ金額も抑えてまいりたいと考えます。そのようなこ

とから、副食の方につきましては②、または中間の金額を取る、あるい

は４，１４０円であれば４，２００円にしてしまう、４，９６０円であ

ればきれいな数字の５，０００円にしてしまってはどうかというご意見

もあったかと思いますが、保護者の方に負担をかけないようにと考えま

すと、きれいな数字の１００円単位で丸めるというのではなくて、１０

円単位のままでいきたいと考えているところでございます。 

 そこで、給食費の見直し案でございますけれども、小学校は１食単価

２４２円３９銭、中学校の方は２９４円９６銭を採用させていただきた

いと思います。ただ、１食単価１円以下については、整理し、円単位で

考えさせていただきまして、小学校は２４２円３９銭ですので、切り上

げて２４３円、中学校の方は２９４円９６銭を切り上げさせていただき

まして２９５円で提案させていただきたいと思います。 

 年額の方は、喫食数が小学校１８８回、中学校１８５回でございます

ので、１食単価にそれぞれ１８８回、１８５回かけた数になっておりま

す。 

月額の方は、年額をそれぞれ１１回で割った金額になっておりまして、

小学校は４，１５３円、中学校は４，９６１円となっております。月額

につきましては、１円単位できっちりお支払いいただくという考えもあ

ると思いますが、１円単位につきましては、現在と同じく１０円単位に

したいと思っております。こちらも端数を、切り上げるのか、切り捨て

るのか、考え方があるかと思いますが、１円単位につきましては、給食

を提供する側の努力ということで、切り捨てをいたしまして、小学校の

方は４，１５０円、中学校の方は４，９６０円という案を出させていた

だきました。今回、こういう形で、給食費の案を出させていただきまし



 

- 7 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たので、ご審議の方、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、今日、お配りした資料に、答申案がございますので、そ

ちらをご覧ください。 

 本日は、給食費の改定につきまして、答申をいただきます。そこで、

案文を作成しましたので、ご審議いただきたいと思います。 

これまで、過去３回審議会を開きまして、給食費の審議を行ってまい

りました。その中で、現在の学校給食の現状と課題、それから、埼玉県

内の各自治体の状況を見てまいりました。また、保護者の皆様の経済的

負担も検討して配慮してきたところでございます。また、検討する中で、

様々な意見がございました。特に多かったのが、給食費の値上げを行う

のであれば、値上げして充実が図れたんだな、となるように、子供たち

が楽しめる、喜ばれる給食になるように、残さずに食べられるようにな

るようにというご意見が多くございました。そこで、その辺を含めた附

帯意見をつけて答申をしたいと考えておるところでございます。 

 本日お配りした答申案の１と２について、私の方で読み上げます。ま

ず１です。 

平成２９年度以降の学校給食費（保護者負担分） 

平成２４年度以降、食材価格の値上がりや消費税率が５％から８％に 

引き上げられたことから、対応することが困難となってきた学校給食費

（保護者負担分）については、保護者の経済的負担に配慮するととも

に、学校給食の現状と課題、さらに埼玉県内各自治体の状況などを踏ま

え、学校給食費の見直しについて様々な角度から慎重に審議を行なった

ところであります。 

その結果、学校給食費（保護者負担分）については、小学校が月額○

○○○円に、中学校が月額○○○○円に変更することが妥当であるとの

結論に至りました。 

 なお、保護者への説明にあたっては、理解が得られるよう十分留意願 

います。 

２ 附帯意見でございます。 

（１） 献立の更なる充実を図り、子どもたちの笑顔があふれる安全で 

安心なおいしい学校給食の提供に努めていただきたい。 

（２） 社会情勢等により、学校給食費（保護者負担分）の見直しが必 

要な場合には、久喜市学校給食審議会の意見などを十分踏まえ 

て、適切に対応されたい。 

このような案文を作ってみました。ご審議いただきたいと思います。



 

- 8 - 

 

 

 

村田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀内委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

大谷委員 

 

 

私からは、以上です。 

 

 ありがとうございました。今、二つの審議ということで説明ありまし

たけれども、まず給食費の見直しということで、事務局から様々な理由

を含めて説明をいただきました。まず給食費の見直し案を検討し、月額

を決めていきたいと思います。これまでの審議を踏まえて、また委員さ

んからも、保護者に説明するときに根拠がしっかりしているということ

が大事だという意見もありました。ですので、それを踏まえて、また今

の理由のような形で、前回のＣの①の案ということがありましたが、こ

れにつきまして、ご質問等ありましたらお願いしたいと思います。 

 これまでも十分審議しているところなので、いろいろご質問に関しま

しては出尽くしているところなのかなと思います。それでは、今のＣの

①案ということでご提案でございますが、委員さんの方からご意見いか

がでしょうか。 

 事務局からは、金額が上がるということで、保護者の増額への負担を

少しでも軽減できればということで、私達は、子供たちが少しでもおい

しい給食をということを望むわけで、前回もいろいろな意見が出てきた

ところでありますけれども、今の説明の根拠や理由を考えた時に、ご提

案のＣの①案ということで説明があったわけです。これに付随したご意

見があればお願いします。 

  

今、事務局からご説明がありましたけれども、いわゆる社会情勢や保

護者負担を考えた時に、前回の会議の中では、特に、中学校では、 

５，０００円を切るか、越えるかということが話題になったと思います。 

けれども、ご説明のあったように、主食を充実させる中で、特に、お

一人の時もそうなんですけれど、お子さんが、二人、三人といる時に、

月額５，０００円を超えるときに負担を大きく感じることもあろうかと

思いますので、月額４，９６０円に収まるようであれば、いいのではな

いかと思います。 

 

 ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

 

 今回答申が出るということで、教育委員会から保護者に正式に周知と

いいますか、プリントみたいな形でくばられるのは、いつ頃を予定とし

ていますか。 



 

- 9 - 

 

赤岩課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大谷委員 

 

 

赤岩課長 

 

 

 

 

 

 

梅原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深谷所長 

 本日、答申を頂いて、これはあくまで、皆さんからのご意見というこ

とで頂いたわけで、これが最終確定ではありません。最終的に確定する

には、教育委員会の方で諮って、そこでご承認いただいて、そこで最終

的に確定という形になるわけでございます。そうしますと、本日答申を

頂いたとして、早くて来月の定例会でお諮りするような形になるかと思

います。ですので、保護者の方にお知らせするのは、早くて９月以降に

なってしまうかと思います。私共が、今、周知方法として考えておりま

すのは、通知を出すということはもちろんなんですが、できれば、きち

んと説明できるような機会を設けられたらというふうに考えています。 

 

プリント以外で、周知するというのは、具体的にいうと、どういう形

でしょうか。 

 

さすがに、全校回ってということは無理かと思いますので、できれば

何地区かに分けて、日時・場所を設定して、保護者の方には、こういう

ふうに説明会をしますのでご参加くださいというような周知の仕方でお

集まりいただこうかと。通知文でもお知らせしていますので、説明会に

来られない方は、大変申し訳ないのですが、そういう形でやらせていた

だこうかと考えております。 

 

一つお聞きしたいんですけれども、久喜地区の平成２７年度の給食費

を参考にここに載せてあるわけですよね。２７年度は、一般財源の方か

ら補填があったわけですよね。今年度、２８年度は補填をしないでなる

べくやっていくということで、副食費については、先ほどの話ですと５

円引き下げてやっているということですけれど、この場合に、５円下げ

たことによって、副食が落ちているということが感じられるのか、また、

ここに栄養士さんもいらっしゃいますけれども、大変な苦労をしている

んじゃないかなと思うんですけど、それが食べる子供や学校の方ではそ

れが感じられないというのでは、安い副食費でもやっていけるんじゃな

いかということになりますよね。どうなんでしょうか。平成２８年度の

給食が平成２７年度より、落ちているのか、落ちていないのか。落ちて

いなければ、そのくらいのお金でもやっていけるということになります

ので、そのあたりどうなんでしょうか。 

 

ただ今のご質問でございますが、給食の内容でございますが、平成２
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梅原委員 

 

村田会長 

 

 

 

 

松永委員 

 

 

 

堀内委員 

 

 

 

 

深谷所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７年度と平成２８年度を比べてみると、子供達から見れば、確かに落ち

ている部分もあると思います。 

例えば、月にデザートが７回ついたものが、４回になってしまったと

か、１個付けのおかずが、揚げものとかが少しグラム数が減るとか、ま

た、目には見えませんけれども、材料の野菜が国産の食材を外国産のも

のに代えるとかの工夫をしてやっております。子供達にとっては、ある

部分では、平成２７年度より平成２８年度の方が落ちていると感じる部

分が出てくるかと思っております。 

 

ありがとうございました。 

 

今のご意見について、私と堀内委員は現場におりまして、私自身は、

昨年度と今年で、あれっということはないんですけれども。子供から去

年と違って少ないとかは聞いていないんですけれども。保護者の方で、

いかがですか。 

 

うちの子供達は言っています。男の子と女の子がいるんですけれども、

女の子の方は、月何回、何が出た、変わりご飯が出た、と言い、量も少

なくなって、お腹が減って家に帰ってから食べるという話をしています。 

 

直接の声は挙がってきませんけれども、先ほどのお話のように、国産

を使わないで、外国産を使うというようにセンターの方で工夫されてい

るんだと。ただ、本市で進めている地産地消とか安全な食材ということ

を考えると無視はできないなと、聞いていて思いますね。 

 

昨日、久喜市の物資選定委員会を行ったわけですけれども、１０月か

ら３月までの統一物資なんですけれども、明らかに前期分より価格が上

がっています。 

先ほど、平成２７年度と平成２８年度との比較をお話しましたが、４

月から現在７月ですが、昨年度と同じように給食に影響が出ないように

やっているのが現実でございまして、今後、物価が明らかに後半の方が

上がってくると思います。 

そこで、どのように食材の経費を削減していくか、そこに影響が出て

くる可能性があると感じています。 
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村田会長 

 

 

 

 

清野委員 

 

 

 

 

 

 

小池主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清野委員 

 

 

小池主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、いろいろ工夫してやりくりしているというお話がありました。先

ほど、説明でも地産地消の割合は基準・目標値クリアしているというお

話もありました。 

他の委員さんからいかがでしょうか。他の観点からも結構ですが。 

 

決まってしまってからのお話で申し訳ございませんが、副食だけを考

えた場合、現行が１３８．５円の積算基礎で、上がった方が１３９．１

４円、これだけの値上げだと６０銭かなと思うのですが、これでやって

いった場合、自分が栄養士の立場として、あまり中国産は使ってほしく

ないんですが、国内産で賄えるのか、ちょっと疑問があるので質問しま

した。 

 

今のご質問ですが、まず、食材については、国産が優先です。もっと

欲を言えば、地元産が優先です。それが、不可能であれば、外国産にな

るのですが、中国産は、一点だけ、あさりの水煮があります。国産にな

ると、桁が一桁違ってしまいまして、あさりが給食に出なくなってしま

います。それは、学校給食会からのものしか取っておりませんので、学

校給食会は、全て検査してやっております。あと、海産物については、

国産がいいのですが、昨日選定したヒジキなどは、逆に国産だと育って

いなくて、物を見て決めますので、韓国産になったりしますが、今のと

ころ、外国産はあまり使っておりません。 

 

ということは、この値上がりした４，１５０円と４，９６０円で、全

て国産で賄えるという積算になりますよね。 

 

野菜が一番大変かと思いますが、野菜は天候でずいぶん違ってしまい

ますし、それはできるだけ努力しますし、概ね今までも動きはありまし

たが、うまく冷凍を使ったりして、各地区で栄養士さんが努力されてい

ますので、外国産がたくさん入ることはないと思いますし、ないように

したいと思って、皆さん献立をたてています。なので、その値段に合っ

たものでうまくやっていくしかないので、ちょっと品目を減らすとか１

０品目入るところを一つ減らすとかということになるかもしれません

が、基本、栄養士の考えは、皆さん同じなので、それでできるようにし

たいと思っています。 
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清野委員 

 

 

 

 

 

 

田口補佐 

 

清野委員 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

 

舘野委員 

 

 

 

村田会長 

 

 

 

 

  根本委員 

 

 

 

村田会長 

 

安藤委員 

 

もう一つお伺いしたいのですが、久喜地区は全農食品の実績になって

いますが、栗橋は学校ごとにやっているのがありますが、野菜なんかは 

地域ごとに買っていると思いますが、その実績は分かりますか。教育委

員会の方で、全農食品、各給食センター、自校給食、行田のセンターな

ど実績を出していると思うのですが、違いがどれくらいあるのか参考に

したいと思います。 

 

 今日は持ちあわせがございません。 

 

 私は、鷲宮に１５年、栗橋に１０年いて、この町の学校給食を少しで

も良くしたいと気持ちは、十分今でもあるので、できるだけ子供たちに

いい食材で、おいしい食事で、栄養指導をやっていけるといいなという

気持ちで、実績が分かったら皆さんにそういうことも残していけるとい

いかなと思っています。 

  

それでは、他の委員さんからもご意見を伺ってまいります。 

前回舘野委員さんからは、①の案でというご意見を頂いていますが。 

 

前回も申し上げたのですが、いろいろご意見をまとめた中で、保護者

の負担を少なめにした①案がよいのではないかと前回も申し上げたので

すが、この案でよろしいかと思います。 

 

ありがとうございます。子供たちにより良いものでと考えた時に、Ｃ

案が主食の変わり種が今出している回数の倍になるということで、給食

の充実を図っていくことになるかと思います。 

根本委員さん、いかがですか。 

 

私は、学校給食に携わっていないのですけれども、学校保健委員会な

どを見ていますと、二つの中学校でいっぱい食べていると聞いています

ので、Ｃの①案の見直し案でいいかと思います。 

 

安藤委員さんいかがでしょうか。 

 

私もこの案でいいと思います。実際、値上げは、物価も値上がりして

いますし、税金の問題もありますので、保護者としても回避できないと
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村田会長 

 

長谷川委員 

 

村田会長 

 

松永委員 

 

 

村田会長 

 

大谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

梅原委員 

 

 

 

 

 

 

 

分かっていますし、保護者への通達を手紙だったり、説明会を設けてく

ださったりというその中で、子供たちの口に入る給食をよりよいものに

したい、食材についても国産のもの、地産地消のものをということを伝

えていただければ、保護者としては十分納得できるものだと思いますの

で、私もこの案でいいと思います。 

 

長谷川委員さんいかがですか。 

 

私もこの給食費見直し案でいいと思います。 

 

松永委員さんいかがですか。 

 

私もいいと思います。久喜市は調理方式がばらばらなので、大差なく、

みんなが楽しんで食べていければこの案でいいです。 

 

大谷委員さん、いかがでしょうか。 

 

どこで切るか、基準やどの物差しを優先させるか難しいですが、今回

はこの案が妥当かと思います。本音を言うと、もうちょっと充実させる

ためにもうちょっと上げてもいいと思っているんです。個人的には。物

価上昇率の３年分で平成３１年まで計算しているところなので、附帯意

見にもありますように、状況によって適宜考えて、この３年に限らず、

２年でどう変わるか分かりませんので、考えながらやっていけば、今回

はこの価格が妥当かなと思います。 

 

梅原委員さん、お願いします。 

 

私も、自分達が作ったこの案でいいと思います。ただ心配なのは、こ

の間の会議にも出てきた通り、３年といわず、当分の間、それよりも続

くようにお願いしたいと思います。ただ、あまりにも現場が苦労するよ

うであれば、副食をひとつ取ってみても大変なので、その辺も考えてい

ただければと思っています。 

それから、前からお話していますが、やはり給食費が払えない子供の

貧困も話題になってきますので、就学援助の充実もよろしくお願いした

いと思います。 
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村田会長 

 

清野委員 

 

 

 

村田会長 

 

堀内委員 

 

村田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀内委員 

 

 

 

 

 

 

 

また、集まったお金で給食費を賄っているわけなので、できるだけ支

払っていない家庭からもらうよう努力をしていただきたいと思います。 

 

清野委員さん、いかがですか。 

 

私もこれで妥当だと思います。ただ、消費税率が１０％になったらま

た検討もあるのかなと考えたりもしますが。このぐらいでどうかなと思

います。 

 

堀内委員さん、ありますか。 

 

いいです。 

 

それでは、皆様方から、今日の事務局案に賛成だとご意見をいただき

ました。それでは、額について確認いたしますと、小学校が、４，１５

０円、中学校が４，９６０円とご審議いただきました。 

そして、今の額を入れて答申案の提示がありました。答申案について

文言等、お気づきの点があればお出しいただきたいと思います。皆様の

様々なご意見も答申の中に反映して入れていただいたので、他に訂正等

のご意見がありましたらお願いします。 

これまでも給食の提供の方式が違うので、できるだけ同じように提供

してほしいという意見もありました。そのことは、今日の意見の中で、

献立の更なる充実ということに集約されているというように思いますの

で、私達委員の意見も具体的に加味していただいて、このような文言に

なっていると理解しています。これまでの参考資料なども含め、この文

言になっているということでした。 

 

基本的にこれでいいと思いますが、個人的な意見を３つ言います。 

一つ目は、一文目が長い。何が主語だか、分からない。普通の文だと、

平成２９年度以降の学校給食費（保護者負担分）については、平成２４

年度の改訂以降～という課題が生じています。そこで、この審議会では、

～という観点から審議を行いました、としないと何だか読みづらいなと

いうのが１点です。 

二つ目は、月額いくらと書いてありますが、日額いくらと書かなくて

いいのか。人によっては、職員や子供によっては、１日あたりで払って
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村田会長 

 

赤岩課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀内委員 

 

 

 

 

 

赤岩課長 

 

 

村田会長 

 

 

いる人もいるんですよね。日額を書かなくていいのか。 

３つ目は、なお書きがあるんですが、これは附帯意見に書くものなの

か、ここに書くものなのか、が大きなところです。 

細かいところを言うと、附帯意見（１）で「献立の更なる充実を図り」

とありますが、「献立を引き続き更なる充実を図り」と。今までも献立の

充実は図ってきていただいているので、引き続きというのが入ってもい

いかなと思います。 

また、「～の見直しが必要な場合には、」とありますが、「～の見直しの

必要が生じた場合には、」と書くことが多いので。細かいところですみま

せん。 

 

今、何点かでましたが、事務局からいかがですか。 

 

１食あたりの金額を入れたらどうかというご意見をいただきました。

それは可能です。ただ、通常の１食あたりを載せたら、保護者さんによ

っては、例えば小学校４，１５０円に、かけるいくつでこの金額になる

のかなと計算する方もいると思います。この４，１５０円は、日額×喫

食数１８８回÷１１か月で計算したものです。ですので、単純に、１か

月２０回食べたから、単価２４３円×２０回で４，１５０円にならない

ぞという疑問を持たれることもあるかもしれません。そこのところの説

明がここにはちょっと書くと長くなってしまうのかなと懸念されるとこ

ろです。入れることは十分可能です。 

 

おっしゃることはよく分かります。別の見方をすると、毎月給食回数

は違うとすると、例えば中学３年は１０日分も食べないのに、なぜこん

な額がというところに行きつくので、これは捉え方の問題ですので載せ

なくてもよいと思いますけれども。でも、これは載せても載せなくても

どこかで説明しなければならないとは思いますがこだわりはしません。 

 

後々、保護者さんに行う説明会や通知の中でも、その辺は細かく載せ

たいと思います。 

 

今回、答申の文言ですので、今のお話のように、保護者への説明とい

うことでは、保護者に分かるように作っていただくということで。 
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堀内委員 

 

村田会長 

 

 

 

赤岩課長 

 

村田会長 

 

 

 

堀内委員 

 

村田会長 

 

 

赤岩課長 

 

 

 

 

村田会長 

 

 

赤岩課長 

 

 

村田会長 

 

 

 

これは、答申という考え方でいけば、１食あたりの単価を載せておい

てもいいと思います。これは直接、保護者さんに行く通知ではないので。 

 

それは、お任せします。 

 

答申の文書であるということでご協議いただいて、堀内委員さんから

附帯意見の（１）に「引き続き」というのを入れてとありましたがよろ

しいでしょうか。 

 

はい。「なお」以下の方も附帯意見とさせていただきます。 

 

私達委員は、今まで協議してきたので、これを読めばわかるのですが、

教育委員会さんにお通しするので、保護者にはまた明快にということで

説明していただくということで。 

 

はい、よろしいかと思います。 

 

ありがとうございます。その他で、答申案についてありましたらお願

いします。 

 

それでは、整理させていただきます。２の附帯意見の（１）の前段に

「引き続き」という言葉を挿入します。１の「なお」書きのところを附

帯意見のところに（３）でもってきます。そういう形で整理したいと思

いますが、いかがでしょうか。 

 

ありがとうございます。この後でございますが、答申をしていくとこ

ろですが、修正してご準備いただいてと思いますが。 

 

これから修正をさせていただきますので、１０分ほどいただけますで

しょうか。 

 

それでは、１１時２０分から再開・審査したいと思います。 

 

～ 休憩 ～ 
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村田会長 

 

赤岩課長 

 

 

村田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤岩課長 

 

再開します。 

 

それでは、これより久喜市学校給食審議会を代表いたしまして、村田

会長に柿沼教育長に答申をお願いしたいと存じます。 

 

学校給食費（保護者負担分）について（答申） 

 

 平成２８年３月１７日付で諮問のありました標記の件について、下記

のとおり答申します。 

記 

１ 平成２９年度以降の学校給食費（保護者負担分） 

   平成２４年度以降、食材価格の値上がりや消費税率が５％から

８％に引き上げられたことから、対応することが困難となってきた

学校給食費（保護者負担分）については、保護者の経済的負担に配

慮するとともに、学校給食の現状と課題、さらに埼玉県内各自治体

の状況などを踏まえ、学校給食費の見直しについて様々な角度から

慎重に審議を行なったところであります。 

その結果、学校給食費（保護者負担分）については、小学校が月

額４,１５０円に、中学校が月額４,９６０円に変更することが妥当

であるとの結論に至りました。 

    

２ 附帯意見 

（１） 引き続き献立の更なる充実を図り、子どもたちの笑顔があ

ふれる安全で安心なおいしい学校給食の提供に努めていた

だきたい。 

（２） 社会情勢等により、学校給食費（保護者負担分）の見直し

が必要な場合には、久喜市学校給食審議会の意見などを十

分踏まえて、適切に対応されたい。 

  （３）保護者への説明にあたっては、理解が得られるよう十分留意

願います。 

 

久喜市学校給食審議会  会長  村 田 文 雄 

 

 答申でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

それではここで、柿沼教育長よりお礼を兼ねましてご挨拶を申し上げ



 

- 18 - 

 

 

 

柿沼教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川羽田主幹 

 

 

村田会長 

 

ます。柿沼教育長よろしくお願いいたします。 

 

皆さん、こんにちは。 

久喜市教育委員会教育長の柿沼光夫でございます。 

本日は、大変ご多用の中を第２１回久喜市学校給食審議会に出席を賜

りまして誠にありがとうございます。 

ただいま、村田会長様から、学校給食費の改定についての答申をいた

だきました。 

委員の皆様方におかれましては、昨年度末から本日まで４回にわたり

まして、来年度以降の給食費の改定について、活発なご意見を、また、

慎重なご審議をいただきながら、ご検討いただきました。これまでの皆

様方のご苦労に対しまして心から感謝を申し上げます。本当にありがと

うございました。 

答申の内容につきましては、重く受け止めさせていただき、今後、教

育委員会に議案として上げていきたいと思います。 

また、答申の内容や、これまでの皆様方のご意見等も、改めて報告し

ながら、慎重に審議をして、給食費の改定を行ってまいりたいと考えて

おります。 

現在、本市の学校給食に関しましては、私も学校給食は大変重要なこ

とだと思っておりますけれども、給食費以外にも充実のためには課題が

あるわけでございます。「久喜市における学校給食基本方針」で掲げてお

ります『子どもたちの笑顔があふれる久喜の学校給食』という基本理念

のもと、安全で安心なおいしい給食を、将来にわたって安定的に提供し

ていけるよう、今後も学校給食の運営に努めてまいりますので、委員の

皆様におかれましては、引き続き、学校給食へのご理解とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 

結びに、委員の皆様方のご健勝、並びに、ご活躍をご祈念申し上げま

して、私のお礼の挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

たいへん申し訳ございませんが、教育長は他の公務がございますので、

たいへん失礼ではございますが、ここで退席させていただきます。 

 

皆様方のお陰をもちまして無事答申をいたしました。ありがとうござ

いました。  
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清野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私といたしましても、会長という大役を仰せつかり、当初、とても不

安でございましたが、皆様のご協力のお陰と大変感謝しております。誠

にありがとうございました。 

それでは、最後に、委員の皆さんお一人お一人からご感想等を聞かせ

ていただきたいと思います。たいへん失礼ではございますが、名簿順に

清野委員さんから順にお願いします。 

 

私、今回で終わりになるわけですが、先ほどもお話ししましたように、

鷲宮に１５年、栗橋に１０年という長い時間、学校給食に携わり、大学

も含めますと、５０年くらい学校給食に携わってまいりました。やはり、

いつの時も子供たちにおいしい給食と健康な体をつくるという願いをも

ちまして、昭和６１～６２年と文部省の学校給食の学科連携の仕事を受

けました。その時が、堀越教育長で、鷲宮西中ができた年だったのです

が、１０年間やりまして、当時の文部省から表彰を受け、ＰＴＡの方々

がとてもよく協力してくださったのが昨日のことのように思い起こされ

ます。そんな学校給食を、食べればいいという方もいましたけれども、

食べればいいだけでなく、子供の健康な体をつくるという目的、健康な

体をつくるにはどうしたらいいかということで、栄養教諭という職もで

きました。 

その栄養教諭になる生徒を私は教えていたのですが、教育実習に出し

ても、職員室への入り方がわからないとか、いろいろなことがありまし

た。そんな子供達が社会に出たときに、電車の中で「今日の揚げパンお

いしかったね」などと話しているのを聞いた時に、うれしくなる私なん

ですが、鷲宮の学校給食センターを建てる時も、昭和４６年頃に子供が

２，０００人弱だったんですね。私が「５，０００食の給食センターを

建てたい」と言ったら、「どうかしている」と言われて。結局３，０００

食位の給食センターで、昭和４９年に開設になったのですが、昭和５５

年頃、砂原小が開設され、すぐに３，０００食がいっぱいになって、第

２給食センターが開設され、その時、議員さんが「あの時言ったけど、

５，０００食はすぐだったね。」と言ってくれましたので、心では許して

いますが、そんなたくさんの思い出があって、栗橋に異動して、５校の

単独校を持ちまして、中学校の給食が始まりまして、栗橋の教育委員会

から「給食センターがいいかね。」と相談されまして、「それだったらい

いね。」と話していたのですが、土地を出していただけなくて、行田の委

託になったという。その行田の委託も大変な思いがあって、何度も行田
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村田会長 

 

梅原委員 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

舘野委員 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

堀内委員 

 

 

 

に通いました。そんなたいへんな学校給食を自分で見てきましたので、

ついついいろいろなことを言いまして、自分も学校栄養士、管理栄養士

という立場を使っていろいろ失礼なこともいってきたかと思いますが、

許していただければと思います。これからも、この給食審議会がもっと

もっといい審議ができて、子供たちのためにいい給食ができるよう祈っ

ております。 

最後に、久喜市にある全農の給食が建物だけでも久喜市のものなら栄

養教諭が３倍くらいとれるわけなのですが、今は無理ということで教育

員会に一人しかいない栄養士なのですが、できるだけ子供の健康を通し

て、給食が末永く続くようお祈りしています。大変お世話になりました。 

 

ありがとうございました。梅原委員さん、お願いします。 

 

皆さん、お世話になりました。ありがとうございました。私は自分が

思うと口に出す方で、少しでも子供達の給食によかれと思って発言して

きましたが、皆さんに結構、不愉快な思いをさせたんじゃないかなと思

いますが、お許しいただきたいと思います。本当にありがとうございま

した。 

 

ありがとうございました。それでは、舘野委員さん、お願いします。 

 

長い間、いろいろお世話になりました。私は、衛生の方をやらせてい

ただいたのでそれを踏まえてですけども、今回は給食費の関係など幅広

い審議をやらせていただいてありがとうございました。なかなかまとま

らない意見で申し訳なかったんですけれども、食の安全という面も踏ま

えて、これから学校給食は、皆さんが納得できるよりよい給食になるよ

う考えていくことが一番大事なのかなと思いました。長い間、ありがと

うございました。 

 

ありがとうございました。堀内委員さん、お願いします。 

  

 私は、平成２４年には主幹席におりまして、平成２６年１月からこち

らにきて、皆さんも私もあれっと思うような感じで、非常に微妙な立場

だったのですけれど、こういう審議会で、なかなか聞くことのできない

ような、いろいろな立場の皆さんから意見を聞くことができて、大変勉
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村田会長 

 

大谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強になりました。 

今、校長の立場でいろいろなところで、給食の大切さを伝えているつ

もりでおります。委員の皆様からいろいろな意見が出ましたけれども、

昔、荒れた学校に勤めた時も、学校には来ないんだけれども給食の時間

だけは来る子がいたりするのを見ると、給食の時間はやっぱり子供達に

とってはすごく楽しみな時間なんだな、この時間をますます充実できる

ように私も頑張っていきたいと思いますし、また皆さんに応援いただき

たいと思います。本当にお世話になりました。ありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。長谷川委員さん、お願いします。 

 

 ＰＴＡの立場から、こういった会に参加させていただいて、絶対考え

ないようなことを考えたり、すごく勉強になったのと、こういうことを

家で話をすることで、息子が栄養士に興味を持ち始めて、そういうきっ

かけにもなりました。ありがとうございました。 

  

ありがとうございました。松永委員さん、お願いします。 

 

 長くなり、勉強になった期間であったと思います。ここにいる方だけ

でなく、いろいろな方が給食に気を使っているんだなと思いました。ま

た、当たり前のことではないということを子供達には教えていこうと思

います。ありがとうございました。 

 

ありがとうございました。大谷委員さん、お願いします。 

  

 気が付いてみると審議会も２１回目で、もうそんなにやっているんだ

なという感じが、合併当初から参加させていただいて今日に至っている

訳ですけれども、久喜市全体の給食を考えるにあたって、いろいろな問

題があると思いますが、自分の一番下の子供はまだ小学２年生ですので、

これからも給食とは切っても切れない関係で考えていかなくてはならな

い問題だと考えています。栗橋の立場から、いろいろなものを言わせて

いただきましたけれども、久喜市全体の全ての生徒が美味しく充実した

給食を食べるような環境になっていければと思います。ありがとうござ

いました。 
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ありがとうございました。安藤委員さん、お願いします。 

 

 私も以前はメニューくらいしか気にかけていなかったんですけれど

も、この審議会に参加させていただくたびに、事務局の方が様々な資料

を用意してくださったり、いろいろな立場の方からお話を聞けて、学校

に給食について深く知り、勉強になって大変ありがたく思います。あり

がとうございました。 

 

ありがとうございました。根本委員さん、お願いします。 

 

 私もこの審議会に参加させていただきまして、大変勉強になりました。

食育の大切さというものを再確認いたしました。私は、学校薬剤師を代

表してきていますので、久喜市の学校薬剤師の皆様に情報伝達や、保健

委員会の参加などで、給食はどうなっているのかということも参加の皆

様に聞いてみたいと思いました。どうもありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。今まで様々な委員さんのお立場から慎重な

ご審議をいただいて、審議の方もなかなか進行がうまくいかず、ご迷惑

をかけたところもあるかと思いますが、委員さんが意見をたくさん出し

ていただいて充実したかなと思います。本当にありがとうございました。 

それでは、本日の審議会を終了させていただきます。これをもちまし

て、議長の席を降りさせていただきます。ご協力ありがとうございまし

た。 

 

村田会長、どうもありがとうございました。 

また、委員の皆様には長時間にわたり、慎重なご審議、誠にありがと

うございました。 

それでは、次第の４ その他 ということで、私の方からご連絡を申

し上げます。 

本日、ご審議いただきました答申案につきましては、案を取ったもの

を、後程、お配りしたいと存じますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、本日の審議会を閉じるにあたりまして、安藤副会長からご

挨拶を頂戴したいと存じます。 

 安藤副会長、よろしくお願いします。 
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副会長として名前ばかりで、最後にこの会で挨拶することしかできず、

村田会長には大変お世話になりっぱなしで、申し訳ございませんでした。  

学校に行けば、保護者も子供も当り前に出ると思っている学校給食です

が、これだけ多くの方々の思いや努力があって、子供達に安全で美味し

く楽しい学校給食が提供できること、食べている子供達、保護者の方々、

もっと多くの方々に関心を持っていただきたいなと本当に強く思いまし

た。長期にわたり、本当にありがとうございました。 

 

ありがとうございました。 

先ほど申し上げました、答申（案）の案を取ったものについては、お

帰りの際にお持ちいただくように準備しております。 

それでは、以上をもちまして、本日の会議を終了させていただきます。 

 本日は、どうもありがとうございました。 

 

 

会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。 

 

  平成２８年８月２６日 

久喜市学校給食審議会 

              会 長  村 田 文 雄               

委 員  堀 内 俊 吾 

 

 


